
日本天文学会2003年春季年会

R51a チャンドラ衛星によるスターバースト銀河 NGC2146 の観測研究
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NGC2146 は、あすかの観測によって、ハードバンドにおける X 線光度が可視光光度に比べて大きいスター
バースト銀河であることがわかっている。これは、NGC2146 が我々が M82 で発見したような中質量ブラック
ホールを持つ事を示唆しているのかもしれない。そこで我々はチャンドラ衛星を用いて、スターバースト銀河
NGC2146 のモニター観測 (露出時間 10 ks × 6 回 = トータル 60 ks) を行なった。まず我々は、ウェーブレッ
ト法により X 線点源サーチを行なった。検出された X 線点源の多くは時間変動をしていた。さらにいくつかの
X 線点源の X 線光度は、明らかに 1.4 M⊙ の中性子星に対するエディントン光度を超えており、Ultra-luminous
X-ray Source であることがわかった。次に発見した X 線天体を取り除いて銀河全体からの X 線スペクトルを調
べてみると、一温度プラズマモデルではフィットできず、温度にして 10 keV 程度のハード成分がいることがわ
かった。このハード成分は、イメージを見ると銀河円盤に沿って分布しており、まるで天の川銀河中心の Galactic
Ridge X-ray Emission (GRXE) のように見える。しかし、その光度は 1040 erg/s と GRXE に比べはるかに大
きい。


